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序　　文

　いにしえより温暖な気候に恵まれた千葉県には、先人たちの生活の痕跡が

埋蔵文化財包蔵地（遺跡）として数多く残されています。これらの埋蔵文化

財は県民共有の財産として、地域の歴史や文化の解明に欠かすことのできな

い貴重なものです。

　千葉県教育委員会は、埋蔵文化財の保護と各種開発事業との調整、埋蔵文

化財の調査研究・文化財保護思想の普及などを目的とした諸活動に加え、千

葉県が行う開発事業にかかる発掘調査や調査成果の整理、報告書の刊行につ

いて実施しております。

　本書は、千葉県教育委員会埋蔵文化財調査報告第４１集として、千葉県県

土整備部による流山運動公園周辺地区土地区画整理事業に伴って実施した、

流山市市野谷宮後遺跡（北側）、市野谷芋久保遺跡（14） （旧石器時代編）の

発掘調査報告書です。

　これまでに行われた調査では、旧石器時代の石器集中地点が３か所検出さ

れ、地域の歴史を知る上での貴重な成果を数多く得ることができました。

　刊行に当たり、本書が学術資料としてだけでなく、郷土の歴史に対する理

解を深めるための資料として多くの方々に広く活用されることを期待してお

ります。

　最後に、発掘調査から整理作業を通じ、地元の方々をはじめとする関係者

の皆様や関係諸機関には多大な御協力をいただきました。心から感謝申し上

げます。

　令和４年３月

千葉県教育庁教育振興部

文化財課長　田 中 文 昭　





凡　　例

１　本書は、千葉県県土整備部による流山運動公園周辺地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の発掘調

査報告書である。

２　本書は、千葉県流山市市野谷字宮後に所在する市野谷宮後遺跡の北側（遺跡コード　220-025）、流山

市市野谷字芋久保に所在する市野谷芋久保遺跡の第14次（遺跡コード　220-021）の、旧石器時代の成

果を収録している。

３　発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県県土整備部の委託を受け、平成24年度まで公益財団法

人千葉県教育振興財団が実施し、平成25年度からは千葉県教育庁教育振興部文化財課が実施した。

４　調査組織及び発掘調査と整理作業の期間・担当者等は、第１章に掲載した。

５　本書の執筆は以下の通りで、編集は安井が行った。

　第１章　安井健一

　第２章・第３章　横田真名望

６　発掘調査から報告書の刊行に至るまで以下の機関及び方々からご指導、ご協力を得た。

　千葉県県土整備部市街地整備課・流山区画整理事務所、流山市教育委員会、公益財団法人千葉県教育

振興財団、栗田則久、津田芳男、橋本勝雄

７　本書で使用した地図の座標値は、日本測地系にもとづく平面直角座標で、図面の方位はすべて座標北

である。

８　本書で使用した地形図は下記の通りである。

　第１・２　流山市発行　1/2,500　流山市都市計画地図

　第４～６図　（財）千葉県史料研究財団編　1997『千葉県の自然誌　本編２　千葉県の大地』千葉県

　（原資料は千葉県文書館所蔵　掲載許可番号　３－県－19）

　第７図　参謀本部陸軍部測量局作成　1/20,000　迅速測図「流山村」

　第８図　国土地理院発行　1:25,000「流山」（NI-54-25-1-2）・「松戸」（NI-54-25-2-1）平成17年発行

９　本書で使用した航空写真（遺跡周辺航空写真）は下記の通りである。

　図版１　国土地理院発行1949年撮影（番号　UR522-CA-20、UR534№2-CB-119）
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第１章　はじめに

第１節　調査の概要
１　調査の経緯と経過

千葉県企業庁は、常磐新線（現・つくばエクスプレス）の建設に関連して流山運動公園周辺地区土地区

画整理事業（以下、運動公園地区と略す）を計画し、事業実施に先立って「埋蔵文化財の所在の有無及び

その取扱いについて」の照会文書を千葉県教育委員会教育長あてに提出した。千葉県教育委員会は、事業

予定地内に27か所の周知の埋蔵文化財包蔵地が所在することを確認して、その旨回答した（第１図）。

その後、両者は事業予定地内の埋蔵文化財の取扱いについて慎重な協議を重ね、現状保存及び計画変更

が困難な地点については、やむを得ず記録保存の措置を講じることとした。記録保存のための発掘調査は、

財団法人千葉県文化財センター（現・公益財団法人千葉県教育振興財団）が実施することとなり、千葉県

企業庁との間に委託契約が締結され、平成９年度から発掘調査が開始された（平成18年度から千葉県県土

整備部が事業を引き継ぐ）。

市野谷宮後遺跡は流山市市野谷字宮後ほかに所在し、面積は約84,600㎡を測る（第２図）。このうち約

90％にあたる76,486㎡について、平成９年度から令和２年度まで16次にわたって発掘調査を実施した。

市野谷芋久保遺跡は、流山市市野谷字芋久保ほかに所在し、面積は約105,000㎡を測る。このうち大部

分は、独立行政法人都市再生機構による流山新市街地地区土地区画整理事業地内（以下、新市街地地区と

略す）となっているが、西端部の125㎡が運動公園地区内となっている（第２図）。調査は平成21年度に、

市野谷宮後遺跡の第10次調査と合わせて実施した。

今回報告書を作成するにあたり、市野谷芋久保遺跡については面積が狭小であることと、検出された遺

構は市野谷宮後遺跡と繋がっているものが多いため、単独ではなく両者を合わせた形とするのが現実的と

考えられた。また市野谷宮後遺跡は北側と南側で様相が大きく異なること、南側は遺構・遺物が多く検出

され、整理に相当時間を要することが想定されたので、迅速な整理作業と報告書作成を促進するという観

点から、時代別としたうえで南北に分けて報告するのが妥当と判断し、市野谷宮後遺跡の北側と市野谷芋

久保遺跡の旧石器時代について報告することとした。第２・３図の中央道路より北側が今回報告対象範囲

である。両遺跡の発掘調査及び整理作業に関わった各年度の担当職員、作業内容等は第１表のとおりであ

る（発掘調査は南側を含む）。

事業地内における遺跡の調査成果としては、これまでに思井堀ノ内遺跡について、中世編及び旧石器～

奈良・平安時代編の２冊の報告書が財団法人千葉県教育振興財団（現・公益財団法人千葉県教育振興財団）

により刊行され（1･2、思井上ノ内遺跡と中中屋敷遺跡、前平井堀米遺跡、後平井中通遺跡の報告書が千葉

県教育委員会から刊行されている（3･4･5･6。本書はその７冊目となる。

市野谷宮後遺跡と市野谷芋久保遺跡の整理作業は、平成21年度に公益財団法人千葉県教育振興財団が、

さらに平成25年度から令和３年度まで千葉県教育庁教育振興部文化財課が引き継いで実施し、令和３年度

に報告書刊行に至った。
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第１図　流山運動公園周辺地区土地区画整理事業地内遺跡（S=1：10,000）第１図　流山運動公園周辺地区土地区画整理事業地内遺跡（S=1：10,000）

１．市野谷梶内第Ⅰ遺跡１．市野谷梶内第Ⅰ遺跡
２．市野谷梶内第Ⅱ遺跡２．市野谷梶内第Ⅱ遺跡
３．市野谷地蔵谷ツ遺跡３．市野谷地蔵谷ツ遺跡
４．市野谷中島遺跡４．市野谷中島遺跡
５．市野谷宮後遺跡５．市野谷宮後遺跡
６．市野谷向山遺跡６．市野谷向山遺跡
７．後平井中通遺跡７．後平井中通遺跡
８．思井上ノ内遺跡８．思井上ノ内遺跡
９．思井鷹の見遺跡９．思井鷹の見遺跡
10．思井堀ノ内遺跡10．思井堀ノ内遺跡
11．加東割遺跡11．加東割遺跡
12．古間木芳賀殿第Ⅱ遺跡12．古間木芳賀殿第Ⅱ遺跡
13．中中ノ台遺跡13．中中ノ台遺跡
14．中中屋敷遺跡14．中中屋敷遺跡
15．野々下大屋敷遺跡15．野々下大屋敷遺跡
16．野々下西方遺跡16．野々下西方遺跡
17．野々下山中遺跡17．野々下山中遺跡
18．古間木山王第Ⅰ遺跡18．古間木山王第Ⅰ遺跡
19．古間木芳賀殿第Ⅰ遺跡19．古間木芳賀殿第Ⅰ遺跡
20．前平井遺跡20．前平井遺跡
21．前平井堀米遺跡21．前平井堀米遺跡
22．三輪野山八幡前遺跡22．三輪野山八幡前遺跡
23．三輪野山宮前遺跡23．三輪野山宮前遺跡
24．古間木山王第Ⅱ遺跡24．古間木山王第Ⅱ遺跡
25．柴崎大囲遺跡25．柴崎大囲遺跡
26．野々下貝塚26．野々下貝塚
27．市野谷芋久保遺跡27．市野谷芋久保遺跡
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市野谷宮後遺跡（北側）

市野谷芋久保遺跡（14）

市野谷宮後遺跡（南側）

第２図　市野谷宮後遺跡、市野谷芋久保遺跡全体図と地形（S=1：2,000）第２図　市野谷宮後遺跡、市野谷芋久保遺跡全体図と地形（S=1：2,000）
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２　調査の方法と調査概要
調査にあたっては、区画整理事業地内の遺跡を網羅するように、日本測地系に基づくグリッド設定を

行っている。Ｘ＝－14,800ｍ、Ｙ＝＋7,600ｍを起点とする40ｍ×40ｍの方眼を大グリッドとし、北から南

へ01～67、西から東へＡ～Ｚ及びAA ～ANとし、大グリッドはアルファベットと数字の組み合わせによ

り「Ｃ02」　「Ｋ11」のように表示する。今回報告する市野谷宮後遺跡（北側）と市野谷芋久保遺跡（14）は、

大グリッドで示すとＩ08～Ｎ08・Ｉ09～Ｏ09・Ｉ10～Ｑ10・Ｉ11～Ｓ11・Ｊ12～Ｔ12・Ｊ13～Ｔ13・Ｊ14

～Ｓ14・Ｋ15～Ｒ15・Ｌ16～Ｑ16・Ｏ17～Ｐ17グリッドの範囲にあたる。大グリッドの中は、更に４ｍ×

４ｍの小グリッドに100分割し、小グリッドは北西角から東へ00、01、02�、南へ00、10、20�とし、南

東角を99とする。これにより、大グリッドとの組み合わせで、例えば「Ｍ10－50」などのように小地区名

を表示している（第３図）。

旧石器時代の調査については、各調査区の対象面積に対し４％程度の確認グリッドを設定し、石器出土

地点の層位と広がりを確認した。その結果、南側を含む５か所の地点の計1,439㎡を本調査とした（第３図）。

それ以外の調査区についてはトレンチの拡張等で対応した。なお、遺跡の西側及び中央部の谷津周辺では

立川ローム層が流失している場所がある。

調査の結果検出された遺構のうち、今回報告するのは市野谷宮後遺跡北側の旧石器時代石器集中地点３

か所である。市野谷芋久保遺跡では旧石器時代の遺構・遺物は確認されなかった。

第２節　遺跡の位置と環境
１　地形と地質

千葉県の地形は北部の海岸平野と南部の丘陵によって特徴づけられる（第４図）。北部の海岸平野は標

高100ｍ以下と低くて平坦であり、広大な関東平野の南東部を占め北の利根川を境に茨城県と、西の江戸

川を境に東京都と接する。南部の丘陵は房総半島の主体をなすもので、海抜400ｍ弱で起伏に富み、東は

太平洋、西は東京湾に面する。これらの地形は地質時代ではごく最近にできあがったものであり、この数

十万年間の海面変化・地殻変動の諸作用によって生まれてきたものである。加えて最近は人間活動による

改変も著しく、人工地形も各所にみられる。

県北部の海岸平野は河川や海岸線付近に広がる沖積平野と、それより一段高い台地からなっている。こ

の台地は「下総台地」と称され、日本を代表する台地の一つである。西端に当たる流山市付近は標高20ｍ

前後であるが、東端の銚子市付近では50ｍ、南東端の長生郡付近では100ｍ前後となり、南東部に向けて

高度を増して上総丘陵へと続いている。これは関東造盆地運動の影響により北西部へ傾斜していることに

よるものとされる。この下総台地は三つの段丘面に分類される（第５・６図）。１の下総上位面は、約13

～12万年前の世界的な海進期に海底で堆積した成田層が、その後の海退で陸化した海岸段丘が基になっ

ており、直上に約11万7000年前に噴火した箱根新期外輪山由来の三色アイス軽石層（SIP）が堆積し、そ

の上に下末吉、武蔵野、立川の所謂関東ローム層が堆積している。下総上位面は下総台地の主体をなす段

丘であるが、東葛地域では松戸以南が主であり流山ではごく一部に存在するにとどまる。２の下総下位面

は下総上位面が陸化した後、海成層である成田層上に河川からの流入物や湿原堆積物からなる竜ヶ崎砂層

もしくは常総粘土層が堆積し、約10万年前の海進期に段丘が形成された後に陸化したものである。直上

には約９万年前に噴火したとされる御岳第１軽石層（Pm-1）が堆積し、その上部に下末吉（上部）、武蔵



第４図　千葉県地質図第４図　千葉県地質図
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野、立川の関東ローム層が堆積する。下総下位面は下総台地では東葛北部から印旛沼周辺にかけてと、千

葉以西の東京湾岸沿いに分布する。流山市も大部分がこの下総下位面上に立地する。３の千葉面は下総下



第６図　下総台地の模式的地形地質断面図第６図　下総台地の模式的地形地質断面図

第５図　下総台地西部における地形面の分布第５図　下総台地西部における地形面の分布

１　下総上位面
２　下総下位面
３　千葉面
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位面が陸化した後、河床面だった頃に砂礫層が形

成され、その後河川の浸食により河岸段丘が形成

されたものである。離水した後に約５万年前に噴

火したとされる箱根新期外輪山由来の東京軽石層

（TP）が堆積し、その上に武蔵野（上部）、立川

の関東ローム層が堆積する。千葉面は手賀沼、印

旛沼、千葉以西の東京湾に注ぐ河川により形成さ

れた低地（開析谷）に接する形で幅狭く分布する。

流山市が面する江戸川沿いにはほとんど認められ

ない。



市野谷宮後遺跡・市野谷芋久保遺跡市野谷宮後遺跡・市野谷芋久保遺跡

第７図　遺跡の立地と周辺の地形第７図　遺跡の立地と周辺の地形
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２　遺跡の地理的環境
市野谷宮後遺跡（第８図 50）、三輪野山野馬土手（140）、市野谷芋久保遺跡（57）が所在する流山市は

千葉県の北西部に位置し、江戸川に沿って南北に長い市域を有しており、北側で野田市、東側で柏市、南

側で松戸市と接している。遺跡はこの流山市の南西部、標高23.5ｍの下総台地上に立地している。台地の

西側直下には江戸川が流れ東京湾へ注いでおり、南側は松戸市との境をなす支流の坂川が流れている。遺

跡の立地する台地は、東側の下総台地を開析して江戸川や坂川の流れる古東京湾沿岸に形成された広い低

地へと半島状に突出しており、さらに両河川に注ぐ小支谷によって複雑に開析された舌状台地が連なる。

これらの舌状台地上はほぼ全て埋蔵文化財包蔵地であることが確認されており、市野谷宮後遺跡、市野谷

芋久保遺跡は坂川の支流最奥部の舌状台地上に立地する。背面はやはり江戸川の支流が北から入り込んで

開析谷を形成しており、当遺跡は西側の江戸川低地に面する舌状台地と、分水嶺近くの後背台地とをつな

ぐ尾根状の地形上にあると言ってもよい。遺跡の南側を流れる坂川についてみると、遺跡付近から南西へ

約5.3㎞の地点で江戸川へと合流する小河川であるが、沿岸の坂川低地はこの地域では最大規模の開析谷

であり、東側に広がる下総台地へと複雑に深く入り込んでいる。このためその谷頭は遺跡の北東側約7.5km

にある手賀沼と、そこに注ぐ小河川に接するような地点にまで延びている。ちなみに遺跡地から東側そし

て北側の台地へと入り込む坂川の支谷と、手賀沼の北西部へと注ぐ大堀川支谷との間は分水嶺をなし、台

地の幅がわずかに300m ～500mである。手賀沼は利根川（古鬼怒川）、霞ヶ浦（香取海）を経て太平洋へ

と通じる水系にあり、その意味ではこの坂川は、太平洋水系の手賀沼と東京湾を結ぶ水路のような位置に

あると言える（第７図）。

３　周辺の遺跡と歴史的環境
流山市は高度経済成長期から首都圏のベッドタウンとして開発が進められ、数多くの遺跡が調査されて

いる。それらの調査歴を全て網羅すると膨大なものとなることから、ここでは運動公園の事業地とその周

辺を中心に、旧石器時代の代表的な調査成果を示してこの地域の歴史的環境を俯瞰したい（第８図、第２

表）。ただし運動公園地区の発掘調査は未だ継続中であり未報告資料も多いため、あくまで暫定的なもの

である。また、ここで述べる市野谷芋久保遺跡の調査成果については、新市街地地区のものである。

流山市内の旧石器時代の遺跡は近年、運動公園地区及び隣接する新市街地地区において著しく資料が増

加している。思井堀ノ内遺跡（１）（2、思井上ノ内遺跡（５）（3、中中屋敷遺跡（29）（4、前平井堀米遺跡（15）（5、

後平井中通遺跡（16）（6、三輪野山北浦（旧三輪野山第Ⅱ）遺跡（56）（7･17、西初石五丁目遺跡（63）（8･12･13･15･16、

市野谷入台遺跡（61）（9･12、市野谷二反田遺跡（58）（10、大久保遺跡（60）（11･15、市野谷向山遺跡（52）（11･12･14･16、

東初石六丁目第Ⅰ遺跡（79）（11、東初石六丁目第Ⅱ遺跡（77）（11、市野谷中島遺跡（51）（12･14･15、市野谷芋久

保遺跡（57）（15、市野谷立野遺跡（59）（13･14･15･16、地図の外になるが十太夫第Ⅱ遺跡（11、桐ヶ谷新田第Ⅰ遺跡、

中野久木遺跡、若葉台遺跡、桐ヶ谷南割（上貝塚）遺跡などで石器群が検出されている。思井堀ノ内遺跡

ではⅢ層からⅨ層にかけて11ブロック、思井上ノ内遺跡ではⅣ層からⅨ層にかけて３ブロック、中中屋敷

遺跡ではⅢ層からⅩ層にかけて４ブロック、前平井堀米遺跡ではⅥ層からⅨ層にかけて２ブロック（内１

ブロックは礫群）、後平井中通遺跡ではⅢ層からⅨ層にかけて５ブロック、三輪野山北浦遺跡ではⅢ層か

らⅦ層にかけて６ブロック、市野谷入台遺跡ではⅢ層からⅦ層にかけて26ブロック、市野谷二反田遺跡で

はⅣ層からⅨ層にかけて12ブロック、西初石五丁目遺跡ではⅢ層からⅨ層にかけて６ブロック、大久保遺
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跡ではⅢ～Ⅳ層とⅨ層で44ブロック、市野谷向山遺跡ではⅣ層からⅨ層にかけて22ブロック、東初石六丁

目第Ⅰ遺跡ではⅣ層からⅤ層にかけて３ブロック、東初石六丁目第Ⅱ遺跡ではⅣ層からⅤ層にかけて５ブ

ロック、十太夫第Ⅱ遺跡ではⅤ層からⅥ層にかけて１ブロック、市野谷中島遺跡ではⅣ層からⅤ層にかけ

て１ブロック、市野谷芋久保遺跡ではⅢ層からⅩ層にかけて46ブロック、市野谷立野遺跡ではⅢ層からⅣ

層にかけて５ブロックがそれぞれ調査されている。その他、上層遺構覆土中からの遺物出土事例は数多く

報告されている。当地域の旧石器時代の特徴として北関東産の石材が多用される点が挙げられ、それは下

総台地北西部という立地が大きく影響していると推測される。

注

１　（財）千葉県教育振興財団　2006『流山運動公園周辺地区埋蔵文化財調査報告書１－流山市思井堀ノ内遺跡（中世編）－』

（財）千葉県教育振興財団

２　（財）千葉県教育振興財団　2010『流山運動公園周辺地区埋蔵文化財調査報告書２－流山市思井堀ノ内遺跡（旧石器～

奈良・平安時代編）－』（財）千葉県教育振興財団

３　千葉県教育委員会　2016『流山運動公園周辺地区埋蔵文化財調査報告書３－流山市思井上ノ内遺跡－』千葉県教育委

員会

４　千葉県教育委員会　2017『流山運動公園周辺地区埋蔵文化財調査報告書４－流山市中中屋敷遺跡－』千葉県教育委員

会

５　千葉県教育委員会　2020『流山運動公園周辺地区埋蔵文化財調査報告書５－流山市前平井堀米遺跡－』千葉県教育委

員会

６　千葉県教育委員会　2021『流山運動公園周辺地区埋蔵文化財調査報告書６－流山市後平井中通遺跡－』千葉県教育委

員会

７　（財）千葉県文化財センター　1996『主要地方道松戸野田線埋蔵文化財調査報告書－流山市南割遺跡・上貝塚第Ⅱ遺跡・

上貝塚第Ⅰ遺跡・上貝塚貝塚・下花輪第Ⅲ遺跡・三輪野山第Ⅱ遺跡－』（財）千葉県文化財センター

なお、この報告書に掲載されている三輪野山第Ⅱ遺跡の調査範囲は、現在の三輪野山北浦遺跡と三輪野山道六神遺跡

の２遺跡にまたがっている。また、下花輪第Ⅲ遺跡は現在桐ヶ谷浅間後遺跡と呼称されている。

８　（財）千葉県教育振興財団　2008『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書２－流山市西初石五丁目遺跡－』（財）千葉県

教育振興財団

９　（財）千葉県教育振興財団　2008『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書３－流山市市野谷入台遺跡－』（財）千葉県教

育振興財団

10　（財）千葉県教育振興財団　2009『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書４－流山市市野谷二反田遺跡－』（財）千葉県

教育振興財団

11　（財）千葉県教育振興財団　2011『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書５－流山市大久保遺跡（下層）・市野谷向山

遺跡（下層）・東初石六丁目第Ⅰ遺跡（下層）・東初石六丁目第Ⅱ遺跡・十太夫第Ⅱ遺跡－』（財）千葉県教育振興財団

12　（公財）千葉県教育振興財団　2013『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書６－流山市市野谷中島遺跡・市野谷向山

遺跡・市野谷入台遺跡・西初石五丁目遺跡－旧石器時代編』（公財）千葉県教育振興財団

13　（公財）千葉県教育振興財団　2015『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書７－流山市市野谷芋久保遺跡・市野谷中

島遺跡（上層）・市野谷向山遺跡（上層）・市野谷立野遺跡・大久保遺跡（上層）・西初石五丁目遺跡・東初石六丁目第



－ 11 －－ 11 －

Ⅰ遺跡（上層）・十太夫第Ⅰ遺跡・十太夫第Ⅲ遺跡－』（公財）千葉県教育振興財団

14　（公財）千葉県教育振興財団　2016『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書８－流山市市野谷芋久保遺跡・市野谷中

島遺跡・市野谷向山遺跡・市野谷立野遺跡・大久保遺跡（上層）・十太夫第Ⅲ遺跡－』（公財）千葉県教育振興財団

15　（公財）千葉県教育振興財団　2017『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書10－流山市市野谷芋久保遺跡・市野谷中

島遺跡・市野谷向山遺跡・市野谷立野遺跡・大久保遺跡（下層）・西初石五丁目遺跡・十太夫第Ⅲ遺跡－』（公財）千葉

県教育振興財団

16　（公財）千葉県教育振興財団　2019『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書11－流山市市野谷向山遺跡・市野谷立野

遺跡・西初石五丁目遺跡・市野谷駒木野野馬土手・十太夫野馬土手－』（公財）千葉県教育振興財団
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第８図　遺跡の位置と周辺の遺跡（S=1：25,000）第８図　遺跡の位置と周辺の遺跡（S=1：25,000）
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番号 遺　跡　名 時　　代

1 思井堀ノ内遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後）、古墳（中）、奈良・平安、
中近世

2 西平井根郷遺跡 縄文、中世
3 西平井二階畑遺跡 縄文、中世
4 中中ノ台遺跡 平安、中近世

5 思井上ノ内遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後）、古墳、奈良・平安、中
近世

6 西平井大崎遺跡 縄文
7 思井鷹の見遺跡 縄文（早・前）、古墳、近世

8 鰭ヶ崎塚の越遺跡
（三本松古墳） 古墳（後）

9 鰭ヶ崎塚の越台遺跡 古墳（後）
10 鰭ヶ崎貝塚 縄文（早・中・後）、平安
11 平和台遺跡 縄文（中）、古墳、平安、中近世
12 大原神社遺跡 縄文（早）、古墳（後）、平安
13 宮本遺跡 縄文（早）、平安
14 前平井遺跡 縄文（前・中）、平安
15 前平井堀米遺跡 古墳（後）、奈良・平安

16 後平井中通遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、奈良・平安、中近
世

17 古間木山王第Ⅰ遺跡 縄文（前）、平安
18 古間木第Ⅰ塚 近世
19 古間木山王第Ⅱ遺跡 縄文、古墳（後）、奈良・平安
20 芝崎第２号墳遺跡 古墳
21 芝崎大囲遺跡 縄文（前・中）、古墳、平安
22 芝崎第１号墳遺跡 古墳
23 古間木芳賀殿第Ⅰ遺跡 縄文（前・中）、平安
24 古間木芳賀殿第Ⅱ遺跡 縄文（後）、平安
25 加村台遺跡・旧本多藩陣屋跡 弥生（中）、古墳（後）、平安、近世
26 加町畑遺跡 縄文、古墳、奈良・平安
27 加若宮第Ⅰ遺跡 旧石器、縄文、平安
28 加東割遺跡 縄文（前）、中近世

29 中中屋敷遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、奈良・平安、中近
世

30 野々下西方遺跡 縄文（前・中）
31 野々下大屋敷遺跡 縄文（後）、平安
32 野々下山中遺跡 縄文（前）、平安
33 野々下貝塚 縄文（前・中・後・晩）
34 野々下根郷第Ⅰ遺跡 平安
35 野々下根郷第Ⅱ遺跡 縄文（後）、平安
36 野々下篠塚遺跡 縄文（後）、近世
37 古間木茱萸木谷遺跡 縄文（早・前・後）
38 古間木遠田遺跡 縄文（前）

39 加北谷津第Ⅱ遺跡
（北谷津古墳） 縄文、古墳、平安

40 加北谷津第Ⅰ遺跡 旧石器、縄文、平安
41 加若宮第Ⅱ遺跡 縄文、平安
42 三輪野山八重塚Ⅱ遺跡 縄文（早）、平安
43 三輪野山八重塚 縄文、古墳、平安
44 三輪野山低地遺跡 縄文（後・晩）
45 三輪野山貝塚 旧石器、縄文（前・中・後・晩）
46 三輪野山八幡前遺跡 縄文、古墳、平安、近世
47 市野谷地蔵谷ツ遺跡 古墳（後）、平安
48 市野谷梶内第Ⅱ遺跡 縄文
49 市野谷梶内第Ⅰ遺跡 縄文（前・中）、古墳（中・後）
50 市野谷宮後遺跡 縄文
51 市野谷中島遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、奈良・平安、近世

52 市野谷向山遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、古墳（中・後）、平
安、中近世

53 三輪野山道六神遺跡 縄文、古墳、平安、中近世
54 三輪野山宮前遺跡 縄文（前）、古墳（後）、平安、近世
55 三輪野山第Ⅲ遺跡 縄文、古墳（後）、平安、近世
56 三輪野山北浦遺跡 旧石器、縄文（前・後）、古墳、平安、近世
57 市野谷芋久保遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、中近世

58 市野谷二反田遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、古墳（前・後）、奈
良・平安、中近世

59 市野谷立野遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、古墳（後）、近世
60 大久保遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、奈良、近世

61 市野谷入台遺跡 旧石器、縄文（前・中・後・晩）、古墳（前・中）、奈良、
中近世

62 市野谷宮尻遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、古墳（前・後）、奈
良・平安

63 西初石五丁目遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、弥生、古墳（前）、奈良・
平安、近世

64 三輪野山向原古墳 縄文（前）、弥生、古墳（前）
65 大畔西割遺跡 縄文（早・中）、古墳（後）、平安
66 大畔中ノ割遺跡 縄文（早・前・中）、平安
67 花輪城跡 中世
68 下花輪林下遺跡 縄文（後）、古墳（後）

69 下花輪荒井前遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後）、弥生、古墳、奈良・平安、
中近世

70 下花輪西山遺跡 縄文、古墳、中世
71 下花輪荒井遺跡 縄文（中・後）、平安、近世

番号 遺　跡　名 時　　代
72 上貝塚大門遺跡 縄文（前・後）、平安
73 桐ヶ谷浅間後遺跡 旧石器、縄文（前・後）、平安
74 大畔台遺跡 縄文（前）、古墳、中世
75 西初石桜窪遺跡 縄文（前・中・後）、近世
76 花山東遺跡 旧石器、縄文、奈良・平安
77 東初石六丁目第Ⅱ遺跡 旧石器、縄文（前・後）、平安
78 十太夫第Ⅰ遺跡 縄文（早・前・中・後）、平安、近世
79 東初石六丁目第Ⅰ遺跡 旧石器、縄文（中・後・晩）、平安、近世
80 十太夫第Ⅲ遺跡 縄文（早・前・中・後・晩）、平安
81 諏訪神社遺跡 縄文（中）
82 駒木諏訪腰遺跡 縄文（前）
83 幸田貝塚 旧石器、縄文（前・中・後）、古墳
84 中芝遺跡 弥生（後）、古墳（前・中・後）

85 道六神遺跡 縄文（早・前・中・晩）、弥生（後）、古墳（後）、奈良・平
安

86 木戸口（中金）遺跡 縄文（晩）、古墳（中）
87 中金杉台遺跡 縄文（後）
88 原の山遺跡 縄文（早・前）、弥生、古墳（中・後）、平安
89 殿平賀遺跡 縄文（後）
90 殿平賀向堀遺跡 縄文（中）
91 東平賀遺跡 旧石器、縄文（前・中・後）、中世
92 殿平賀向山遺跡 旧石器、縄文（早・前）、古墳（前・中・後）
93 東平賀向台遺跡 古墳

94 小金城跡
（大谷口小金城跡） 縄文、古墳、平安、中世

95 小金古墳群 古墳
96 西（小金）（北小金）遺跡 縄文（前・中・後）
97 境外Ⅱ遺跡 旧石器、縄文（前）
98 溜ノ上（溜の脇）遺跡 旧石器、縄文（早・前・中・後・晩）、古墳（前・中・後）

99 境外（北小金駅付近）（東漸寺）
遺跡 縄文（前・後）

100 山王前遺跡 縄文（前・中）
101 熊ノ脇遺跡 縄文（早・前・中）
102 幸谷城跡 中世
103 観音下遺跡 縄文（後）
104 後田遺跡 縄文（中・後）、平安、近世
105 馬橋城跡 中世
106 上野台（二ッ木向台Ⅱ）遺跡 弥生（後）

107 二ッ木向台（二ッ木）（二ッ木
第２）遺跡 縄文（早・前・後）、弥生（後）、古墳（後）

108 勢至前遺跡 縄文（早・前）、古墳（後）
109 入遺跡 縄文（前）
110 富士見台（Ⅰ）遺跡
111 長崎天形星遺跡 縄文（中）、古墳（中・後）
112 富士見台（Ⅱ）遺跡 縄文（中・後）
113 長崎五斗代遺跡 縄文（中）
114 長崎塚群 近世
115 長崎五枚割遺跡 縄文（前・中）、平安
116 長崎遺跡 縄文（早・前・中・後）
117 長崎金乗院遺跡 古墳、平安
118 野々下長田遺跡 縄文（早・前・中・後）
119 野々下元木戸遺跡 縄文（中・後）、古墳（後）、平安
120 野々下土手内遺跡 縄文（中）
121 向下遺跡 縄文（中・後）、平安
122 前ヶ崎城跡 中世
123 前ヶ崎遺跡 縄文（前）
124 名都借城跡 中世
125 清滝院前遺跡 縄文（前）、平安、近世
126 笹原（Ⅰ）遺跡 縄文（中）、弥生、古墳
127 名都借笹堀込遺跡 縄文（前・中）、平安
128 名都借並木遺跡 縄文（中）、平安
129 名都借宮ノ脇遺跡 縄文（中）
130 笹原（Ⅱ）遺跡 縄文（中）
131 根木内城跡 中近世
132 根木内遺跡 縄文（前・中・後）、中近世
133 行人台遺跡・行人台城跡 縄文（早・前・中）、古墳（中・後）、中世
134 久保平賀（殿平賀向山）遺跡 古墳
135 久保平賀古墳 古墳
136 二ッ木溜台遺跡 縄文（前）
137 仲通遺跡 旧石器、縄文（前・中）、古墳（中）
138 流山廃寺遺跡 奈良
139 上貝塚貝塚 旧石器、縄文（前・中・後・晩）、中近世
140 三輪野山野馬土手 近世
141 駒木野馬土手 近世
142 市野谷駒木野馬土手 近世
143 十太夫野馬土手 近世
144 大畔野馬土手 近世
145 市野谷・野々下野馬土手 近世
146 長崎一丁目野馬土手 近世
147 野々下野馬土手 近世

第２表　周辺遺跡一覧表
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第２章　旧石器時代

第１節　概要
市野谷宮後遺跡北側の旧石器時代の調査では、平成18年度および平成19年度、平成21年度に実施した３

回の調査（市野谷宮後遺跡（５）・（６）・（10））において、３か所の石器集中地点（ブロック）が検出さ

れた（第３・９図）。

本遺跡で検出されたブロックは、出土層位に基づき、２枚の文化層に区分される。第１文化層はⅥ～Ⅶ

層を中心として遺物が出土し、第１ブロックと第２ブロックが該当する。第２文化層はⅢ層を中心とした

文化層で、第３ブロックが該当する。
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第２節　基本土層（第10図、図版２）

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は、西側および南側に向かって傾斜し、遺跡西部で一部ローム

層が堆積していない場所があったが、下総台地で広く観察される基本層序と概ね共通している。以下に各

層の概略について記す。

Ⅲ　　層：暗褐色土の軟質ローム層である。

Ⅳ～Ⅴ層：硬質ローム層である。Ⅳ層に相当する部分は一部軟質化している。下部はⅤ層にあたり、

立川ロームⅤ層の第１黒色帯に相当すると思われるが、上下の層より若干暗い色調を呈する

のみで、不明瞭である。

Ⅵ　　層：硬質ローム層である。黄褐色であり、ＡＴ（姶良丹沢火山灰）を含む層である。黒色スコリ

アが認められる。

Ⅶ　　層：硬質ローム層である。黒色・橙色スコリアが認められる。色調はやや暗く、暗褐色である。

Ⅸ　　層：硬質ローム層である。暗い色調を呈し、しまりのある黒色土層である。黒色・赤色・橙色ス

コリアが認められ、下部ほど多く含まれる。

Ⅹ　　層：硬質ローム層である。粘性の強い灰褐色土層であり、乳白色スコリアが認められる。

第３節　石器群の分布と出土遺物
１　第１文化層

（１）第１ブロック（第11～13図、第３・６表、図版２・３）

概要　第１ブロックは、M08グリッドに位置する。石器群は８ｍ×12ｍほどの範囲から出土した。出土層

位はすべてⅦ層である。

ブロックの内容は、剥片８点と礫片１点で、計９点が出土した。剥片はすべて信州産黒曜石製であった。

礫片は砂岩である。

出土遺物　１はやや幅広な剥片である。石材は信州産黒曜石と考えられる。上下から小型の縦長剥片を作

出するための剥離が行われている。上部の打面には調整が施されている。
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１ M08-97-2 剥片 黒曜石

第13図　第１ブロック出土遺物第13図　第１ブロック出土遺物

－ 19 －－ 19 －

（２）第２ブロック（第14～18図、第４・６表、図版２・

３）

概要　第２ブロックは、M10グリッドに位置する。

石器群は15ｍ×10ｍほどの範囲から出土した。調査

時の記録によると遺物の出土層位はⅣ～Ⅶ層とある

が、発掘調査時の写真などからみるとⅥ～Ⅶ層を主

体としていると考えられる。ブロックは東西に広が

り、東西でわずかな出土位置の上下がある。２ブロッ

クに分かれることも考えられるが、石材や器種に大

きな違いはなく、分けることは困難であったため、

１つのブロックとして報告する。

ブロックの内容は、ナイフ形石器８点、二次加工のある剥片７点、微細剥離痕のある剥片１点、石核３

点、剥片120点、砕片14点、礫片１点の総計154点である。石材は黒曜石が153点、石英斑岩が１点で、黒

曜石を主体とするブロックである。黒曜石はほとんどが透明度の高い信州産黒曜石である。

出土遺物　１～８はナイフ形石器である。１は細身の稜付き剥片を利用したナイフ形石器である。打面側

を基部とし、基部には調整が施されている。左側面の先端部には対向調整剥離がみられ、刃部には基部を

除く広範囲に微細剥離痕が認められる。２は縦長剥片の打面側を先端部としたナイフ形石器である。素材

とした剥片は末端部がねじれているため、基部が裏面側に巻き込まれるようになっている。右側縁と左側

縁先端部に調整加工が施されている。３・４・５は細身のナイフ形石器で、先端と基部の両側が先鋭に作

出されている。３は素材の打面側を基部とし、左側縁および基部を中心に調整剥離が施され、先端部には

対向調整剥離が確認できる。４は縦長剥片の打面側を基部として、全周に調整加工を行っている。先端部

と右側縁下半部は裏面から、左側縁下半部は正面から調整が施され、器体の中半の両側縁は両面から調整

が施されているため、左側縁は鋸歯状である。５は縦長剥片を素材とし、打面側を先端部としている。右

側縁および基部に急斜度な調整加工が施されている。６は扁平なナイフ形石器である。打面側を基部とし、

左側縁の全体と右側縁の一部、基部に急斜度な調整が施されている。先端部は折れにより欠損する。７は

小型のナイフ形石器である。素材の打面側を基部とし、基部および左側縁に調整加工が施されている。基

部は調整加工により丸みを帯びている。８はナイフ形石器の基部である。素材の打面側を基部とし、基部

の全周に急斜度な調整加工が施されている。

９は下部が分厚な剥片で、左側縁上部に二次加工が認められる。また、上部には微細剥離痕が確認でき

る。上部には頭部調整、下部には頭部調整や打面調整がみられ、180°打面を転移しながら剥離が進められ

ていたことが推測される。10は左側縁上部に平坦な調整剥離が施された、二次加工のある縦長剥片である。

右側縁全体に微細剥離痕がみられる。打面や裏面と比較して正面の剥離面の風化が著しく、稜線の摩耗も

激しいことから、遺跡に持ち込まれた際の石核表面であったと考えられる。11は左側縁に連続した平坦な

調整加工がみられる、二次加工のある剥片である。上下を折れにより欠損している。12は稜付き剥片であ

第３表　第１ブロック石器組成表
母岩名/器種名 剥片 点数 重量(g)

黒曜石（信州） 8 8 21.97
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る。打面側を折れにより欠損する。１のナイフ形石器に使用されたものと同様の剥離がなされており、同

程度の大きさであった可能性がある。下部の側面には対向調整剥離が施されているが、微細剥離痕は認め

られなかった。

13は微細剥離痕のある剥片である。両側縁に微細剥離痕が見られる。縦長剥片であったと考えられるが、

下部を折れにより欠損する。

14は石核である。打面調整剥離および正面右上からの剥離、裏面下部からの剥離以外の部分は、風化の
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度合いや縁辺の擦れた状態から剥離の時期がかなり前であると考えられる。裏面をほぼ自然面とした分厚

い縦長剥片の状態で搬入された素材を石核として利用している。

15（a ～g）は接合資料である。二次加工のある剥片１点と石核１点、剥片５点が接合している。両設

打面の接合資料で、上部を打面として15aおよび15bを剥離したのち、下部に180°打面を転移して15cを剥

離している。その後も打点を上下に転移し、頭部調整や末端部への調整を施しながら、15d・15e・15fな

どの小型の縦長剥片を剥離している。このうち、15dには二次加工が施されている。また、15eの下部に

は稜上調整が認められる。

第４表　第２ブロック石器組成表

母岩名/器種名 ナイフ形
石器

二次加工の
ある剥片

微細剥離痕の
ある剥片 石核 剥片 砕片 点数 重量(g)

黒曜石（信州） 8 7 1 3 120 14 153 328.95



１ M10-73-1c
       ナイフ形石器 黒曜石

２ M10-73-1e
       ナイフ形石器 黒曜石

３ M10-73-2
       ナイフ形石器
      黒曜石

４ M10-82-6
       ナイフ形石器 黒曜石

５ M10-81-3
       ナイフ形石器
      黒曜石

６ M10-73-1l
      ナイフ形石器
      黒曜石

７ M10-82-3
      ナイフ形石器 黒曜石

８ M10-73-6
      ナイフ形石器
      黒曜石

９ M10-81-14
       二次加工のある剥片
       黒曜石

10 M10-83-30
       二次加工のある剥片
       黒曜石

11 M10-81-8a
       二次加工のある剥片
       黒曜石

（4：5）

第16図　第２ブロック出土遺物（１）第16図　第２ブロック出土遺物（１）
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15 黒曜石 接合資料

15-a

15-b

15-c

15-d

15-e 15-f

15-g

12 M10-92-4
       二次加工のある剥片
       黒曜石

13 M10-83-27
       微細剥離痕のある剥片 黒曜石

14 M10-84-2
       石核 黒曜石

第17図　第２ブロック出土遺物（２）第17図　第２ブロック出土遺物（２）
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15-a M10-91-2
           剥片

15-b M10-91-10 
           剥片

15-d M10-81-13 
           二次加工のある剥片

15-c M10-81-10 
           剥片

15-e M10-91-7 
           剥片

15-f M10-82-7 
          剥片

15-g M10-82-8 
           石核

第18図　第２ブロック出土遺物（３）第18図　第２ブロック出土遺物（３）
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２　第２文化層
（１）第３ブロック（第19～22図、第５・６表、図版２・４）

概要　第３ブロックは、J09・J10ブロックに位置する。石器群は約８ｍ×８ｍの範囲から出土した。出土

層位はⅢ～Ⅵ層上部にかけてで、ソフトロームのⅢ層下部に集中している。

ブロックの内容は、ナイフ形石器３点、石核４点、剥片37点、礫片２点で、計46点が出土した。石材は、

頁岩18点、チャート２点、ガラス質黒色安山岩24点、砂岩２点である。

出土遺物　１～３はナイフ形石器で、１・２はガラス質黒色安山岩製のナイフ形石器である。どちらも縦

長剥片を素材とし、打面側を基部としている。１は基部と左側縁に調整加工が施されている。側縁の調整

加工は急斜度に施されている。２は平坦な調整剥離によって先端部を作出している。左側縁の基部にも平

坦な調整が施されている。３は小型のナイフ形石器である。単独母岩で搬入された頁岩製である。打点側

を基部とし、先端部と右側縁に急斜度の調整加工が施されている。左側縁の下部にはわずかに微細剥離痕

が認められる。

４・５は石核で、どちらもガラス質黒色安山岩製である。４は正面を作業面とした石核である。打面調

整や頭部調整はほとんどなく、上部から縦長剥片を連続して剥離している。５は縦長剥片を複数剥離した

あとの残核と考えられる。正面を作業面として剥離を進めていたが、右上から階段状の剥片を剥離したの

を最後に剥離が終了している。

６（a＋b）は接合資料である。頁岩の剥片２点が接合している。正面には素材面が残っている。６aに

は主要剥離面に直行した方向の剥離が確認でき、打面が90°転移している。６aの打面に対し６bの打面は

下にあり、６aの剥離後に打面調整が施されたと考えられる。このほかに接合関係は認められなかったが、

同一母岩と考えられる剥片が４点出土している。

７（a ～d）は接合資料である。頁岩の石核１点と剥片３点が接合している。素材面が大きく残り、母

岩は握り拳大であると考えられる。何度か打面再生（７a）・頭部調整を施し、複数の小型縦長剥片（７b・

７c）を剥離している。また、右下部分にも打面調整がみられ、７b・７cの剥離以前に、打面を180°転移し、

剥離していたと考えられる。このほかに接合関係は認められなかったが、同一母岩と考えられる剥片が４

点出土している。

第５表　第３ブロック石器組成表
母岩名/器種名 ナイフ形石器 石核 剥片 点数 重量（ｇ） 点数比 重量比

ガラス質黒色安山岩 2 3 19 24 276.37 54.6% 63.5%
頁岩１ 1 4 5 79.58 11.4% 18.3%
頁岩２ 6 6 16.37 13.7% 3.7%
頁岩３ 2 2 17.08 4.5% 3.9%
頁岩４ 2 2 2.05 4.5% 0.5%
頁岩（その他） 1 2 3 9.84 6.8% 2.3%
チャート 2 2 33.91 4.5% 7.8%

合計 3 4 37 44 435.20 100.0% 100.0%
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６ 頁岩 接合資料

６-b J10-07-14
           剥片

６-a J10-07-6
           剥片

６-a
６-b

４ J10-06-20 石核 ガラス質黒色安山岩 ５ J10-06-17 石核 ガラス質黒色安山岩

１ J10-06-15
       ナイフ形石器
      ガラス質黒色安山岩 ２ J10-06-9

       ナイフ形石器
      ガラス質黒色安山岩

３ J10-06-19
       ナイフ形石器
      頁岩

第21図　第３ブロック出土遺物（１）第21図　第３ブロック出土遺物（１）
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７ 頁岩 接合資料

７-a J10-07-15
           剥片

７-b J10-07-17 
           剥片

７-d J10-07-11 
           石核

７-c J10-07-21
           剥片

７-a

７-b

７-c

７-d

第22図　第３ブロック出土遺物（２）第22図　第３ブロック出土遺物（２）
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１ M08-94-1 剥片 黒曜石

（4：5）

第23図　ブロック外出土遺物第23図　ブロック外出土遺物
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３　その他の出土遺物（第23図、第６表、図版４）

概要　ブロックから出土した遺物のほかに、上層遺

構やブロック外の調査中に旧石器時代に帰属すると

判断した遺物が６点出土している。

出土遺物　１はやや厚い剥片である。信州産黒曜石

製と思われる。上下から剥片を剥離していることが

確認できる。上部には細かな打面調整がみられる。

下部には稜上調整が施されている。

第６表　旧石器時代出土石器属性表
調査
次数 ブロック 挿図番号 グリッド 遺物番号 枝記 器種 石材 母岩番号 接合番号 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考

10 1 M08-85 2 剥片 黒曜石 信州 2.58 1.28 0.40 0.83
10 1 M08-85 3 礫片 砂岩 - - - 11.53
10 1 M08-86 2 剥片 黒曜石 信州 1.06 0.72 0.46 0.32
10 1 M08-86 3 a 剥片 黒曜石 信州 1.24 2.00 0.25 0.47
10 1 M08-86 3 b 剥片 黒曜石 信州 1.09 1.43 0.22 0.25
10 1 M08-97 1 剥片 黒曜石 信州 3.64 1.12 1.33 3.25
10 1 第13図１ M08-97 2 剥片 黒曜石 信州 5.06 3.53 1.28 16.17 
10 1 M08-98 1 剥片 黒曜石 信州 0.68 1.01 0.23 0.12
10 1 M08-98 2 剥片 黒曜石 信州 1.82 2.17 0.23 0.56
6 2 M10-72 1 剥片 黒曜石 信州 2.82 2.42 0.85 2.96
6 2 M10-72 2 剥片 黒曜石 信州 1.73 0.92 0.20 0.23
6 2 M10-73 1 a 剥片 黒曜石 信州 4.76 2.41 1.29 14.06
6 2 M10-73 1 b 剥片 黒曜石 信州 4.90 2.91 0.79 8.50
6 2 第16図１ M10-73 1 c ナイフ形石器 黒曜石 信州 8.02 1.21 0.88 7.99 
6 2 M10-73 1 d 剥片 黒曜石 信州 5.31 2.42 0.67 6.01
6 2 第16図２ M10-73 1 e ナイフ形石器 黒曜石 信州 4.60 1.59 0.86 3.80 
6 2 M10-73 1 f 剥片 黒曜石 信州 2.10 2.21 1.11 3.43
6 2 M10-73 1 g 剥片 黒曜石 信州 0.88 2.34 1.06 2.11
6 2 M10-73 1 h 剥片 黒曜石 信州 1.83 2.58 0.46 1.54
6 2 M10-73 1 i 剥片 黒曜石 信州 2.42 2.56 0.56 1.49
6 2 M10-73 1 j 剥片 黒曜石 信州 1.61 2.50 0.76 1.35
6 2 M10-73 1 k 剥片 黒曜石 信州 2.94 1.09 0.41 1.21
6 2 第16図６ M10-73 1 l ナイフ形石器 黒曜石 信州 2.97 1.27 0.33 1.09 
6 2 M10-73 1 m 剥片 黒曜石 信州 1.67 1.36 0.49 0.79
6 2 M10-73 1 n 剥片 黒曜石 信州 1.91 1.30 0.48 0.64
6 2 M10-73 1 ah 剥片 黒曜石 信州 1.30 1.10 0.46 0.59
6 2 M10-73 1 p 剥片 黒曜石 信州 1.36 1.08 0.38 0.41
6 2 M10-73 1 q 剥片 黒曜石 信州 1.22 1.56 0.21 0.31
6 2 M10-73 1 r 剥片 黒曜石 信州 1.36 0.87 0.24 0.27
6 2 M10-73 1 s 剥片 黒曜石 信州 1.55 1.04 0.24 0.23
6 2 M10-73 1 t 剥片 黒曜石 信州 0.96 1.31 0.19 0.19
6 2 M10-73 1 u 剥片 黒曜石 信州 1.50 0.57 0.29 0.17
6 2 M10-73 1 v 剥片 黒曜石 信州 1.66 0.64 0.36 0.14
6 2 M10-73 1 w 剥片 黒曜石 信州 0.63 1.07 0.24 0.14
6 2 M10-73 1 x 剥片 黒曜石 信州 1.06 0.76 0.15 0.13
6 2 M10-73 1 y 剥片 黒曜石 信州 1.36 0.48 0.23 0.12
6 2 M10-73 1 z 剥片 黒曜石 信州 0.87 0.83 0.16 0.09
6 2 M10-73 1 aa 剥片 黒曜石 信州 1.05 0.49 0.14 0.07
6 2 M10-73 1 ab 剥片 黒曜石 信州 0.79 0.69 0.13 0.07
6 2 M10-73 1 ac 砕片 黒曜石 信州 1.00 0.53 0.13 0.06
6 2 M10-73 1 ad 砕片 黒曜石 信州 0.98 0.39 0.14 0.04
6 2 M10-73 1 ae 砕片 黒曜石 信州 0.72 0.64 0.08 0.03
6 2 M10-73 1 af 砕片 黒曜石 信州 0.72 0.61 0.10 0.03
6 2 M10-73 1 ag 砕片 黒曜石 信州 0.75 0.35 0.06 0.02
6 2 第16図３ M10-73 2 ナイフ形石器 黒曜石 赤 3.88 1.10 0.51 1.96 
6 2 M10-73 3 剥片 黒曜石 信州 2.06 0.96 0.25 0.26
6 2 M10-73 4 剥片 黒曜石 信州 3.47 2.08 0.73 3.83
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調査
次数 ブロック 挿図番号 グリッド 遺物番号 枝記 器種 石材 母岩番号 接合番号 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考

6 2 M10-73 5 剥片 黒曜石 信州 1.39 1.63 0.29 0.37
6 2 第16図８ M10-73 6 ナイフ形石器 黒曜石 信州 1.14 0.91 0.41 0.37 
6 2 M10-73 7 剥片 黒曜石 信州 1.23 1.40 0.52 0.87
6 2 M10-73 8 剥片 黒曜石 信州 2.50 1.14 0.22 0.36
6 2 M10-73 9 剥片 黒曜石 信州 1.79 1.57 0.29 0.62
6 2 M10-73 10 剥片 黒曜石 信州 1.45 2.26 0.75 1.34
6 2 M10-73 11 剥片 黒曜石 信州 4.49 2.92 0.87 4.74
6 2 M10-73 12 剥片 黒曜石 信州 2.54 0.74 0.47 0.64
6 2 M10-73 13 剥片 黒曜石 信州 3.95 0.86 0.29 0.53
6 2 M10-73 14 剥片 黒曜石 信州 1.33 0.71 0.20 0.19
6 2 M10-73 15 剥片 黒曜石 信州 1.07 0.99 0.28 0.11
6 2 M10-74 2 剥片 黒曜石 信州 2.01 2.56 0.55 1.63
6 2 M10-74 3 剥片 黒曜石 信州 2.15 2.13 0.53 2.15
6 2 M10-74 4 剥片 黒曜石 信州 2.83 1.04 0.39 1.22
6 2 M10-74 5 剥片 黒曜石 信州 2.59 1.14 0.53 1.14
6 2 M10-81 1 剥片 黒曜石 信州 2.24 1.32 0.48 0.81
6 2 M10-81 2 剥片 黒曜石 信州 2.26 1.43 0.63 1.20
6 2 第16図５ M10-81 3 ナイフ形石器 黒曜石 信州 3.72 1.05 0.41 1.34 
6 2 M10-81 4 剥片 黒曜石 信州 1.79 2.80 0.58 2.15
6 2 M10-81 5 剥片 黒曜石 信州 1.28 0.94 0.14 0.13
6 2 M10-81 6 剥片 黒曜石 信州 1.13 0.75 0.54 0.33
6 2 M10-81 7 剥片 黒曜石 信州 3.67 2.02 0.65 2.12
6 2 第16図11 M10-81 8 a 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 2.58 1.76 0.80 1.55 
6 2 M10-81 8 b 剥片 黒曜石 信州 1.44 1.79 0.31 0.20
6 2 M10-81 9 剥片 黒曜石 信州 2.12 0.68 0.24 0.20
6 2 第18図15c M10-81 10 剥片 黒曜石 信州 2-接1 2.91 1.53 0.98 3.47 
6 2 M10-81 11 石核 黒曜石 信州 3.05 4.41 2.46 25.33
6 2 M10-81 12 剥片 黒曜石 信州 1.82 0.99 0.28 0.31
6 2 第18図15d M10-81 13 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 2-接1 1.64 1.47 0.79 1.10 
6 2 第16図９ M10-81 14 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 6.26 2.35 1.67 13.03 
6 2 M10-81 15 剥片 黒曜石 信州 1.70 0.95 0.24 0.23
6 2 M10-81 16 剥片 黒曜石 信州 2.20 1.25 0.21 0.28
6 2 M10-81 17 剥片 黒曜石 信州 2.29 0.71 0.27 0.31
6 2 M10-82 1 剥片 黒曜石 信州 3.42 2.59 1.08 6.64
6 2 M10-82 2 剥片 黒曜石 信州 6.58 2.26 1.10 13.13
6 2 第16図７ M10-82 3 ナイフ形石器 黒曜石 信州 2.66 0.99 0.35 0.84 
6 2 M10-82 4 剥片 黒曜石 信州 2.32 2.58 0.59 2.34
6 2 M10-82 5 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 2.76 1.96 0.52 3.02
6 2 第16図４ M10-82 6 ナイフ形石器 黒曜石 信州 4.69 1.34 0.36 1.40 
6 2 第18図15f M10-82 7 剥片 黒曜石 信州 2-接1 2.88 1.82 0.78 2.09 
6 2 第18図15g M10-82 8 石核 黒曜石 信州 2-接1 3.58 3.27 2.38 28.03 
6 2 M10-82 9 剥片 黒曜石 信州 3.37 2.75 1.33 9.05
6 2 M10-82 10 剥片 黒曜石 信州 2.23 1.59 0.39 1.04
6 2 M10-83 1 剥片 黒曜石 信州 3.30 1.43 0.97 2.86
6 2 M10-83 2 剥片 黒曜石 信州 1.59 1.31 0.22 0.24
6 2 M10-83 3 剥片 黒曜石 信州 1.15 0.66 0.31 0.17
6 2 M10-83 4 剥片 黒曜石 信州 2.18 1.45 0.68 1.28
6 2 M10-83 5 剥片 黒曜石 信州 3.06 2.75 1.12 7.37
6 2 M10-83 6 剥片 黒曜石 信州 2.40 1.10 0.55 1.51
6 2 M10-83 7 剥片 黒曜石 信州 2.31 1.27 0.71 2.07
6 2 M10-83 8 剥片 黒曜石 信州 4.44 3.45 1.16 8.70
6 2 M10-83 9 剥片 黒曜石 信州 1.08 0.86 0.12 0.08
6 2 M10-83 10 剥片 黒曜石 信州 1.63 1.69 0.29 0.55
6 2 M10-83 11 剥片 黒曜石 信州 1.68 0.95 0.21 0.14
6 2 M10-83 12 剥片 黒曜石 信州 1.59 1.80 0.23 0.48
6 2 M10-83 13 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 2.41 1.54 0.33 0.86
6 2 M10-83 14 剥片 黒曜石 信州 0.85 1.57 0.30 0.27
6 2 M10-83 15 剥片 黒曜石 信州 1.20 0.90 0.21 0.10
6 2 M10-83 16 a 剥片 黒曜石 信州 0.91 1.41 0.14 0.14
6 2 M10-83 16 b 砕片 黒曜石 信州 1.08 0.35 0.09 0.06
6 2 M10-83 17 剥片 黒曜石 信州 2.81 1.38 0.38 0.72
6 2 M10-83 18 剥片 黒曜石 信州 1.07 0.39 0.20 0.08
6 2 M10-83 19 剥片 黒曜石 信州 1.63 1.56 0.33 0.39
6 2 M10-83 20 剥片 黒曜石 信州 2.35 1.98 0.39 1.31
6 2 M10-83 21 a 剥片 黒曜石 信州 2.56 2.11 1.04 3.25
6 2 M10-83 21 b 剥片 黒曜石 信州 1.31 0.70 0.24 0.18
6 2 M10-83 22 剥片 黒曜石 信州 2.37 1.03 0.59 1.03
6 2 M10-83 23 剥片 黒曜石 信州 0.99 1.71 0.37 0.33
6 2 M10-83 24 剥片 黒曜石 信州 5.10 1.77 0.75 4.09
6 2 M10-83 25 剥片 黒曜石 信州 2.38 1.16 0.22 0.40
6 2 M10-83 26 剥片 黒曜石 信州 2.64 1.44 0.52 1.87
6 2 第17図13 M10-83 27 微細剥離痕のある剥片 黒曜石 信州 3.64 2.50 0.56 4.15 
6 2 M10-83 28 剥片 黒曜石 信州 2.26 1.16 0.46 0.93
6 2 M10-83 29 剥片 黒曜石 信州 1.82 1.91 0.53 1.30
6 2 第16図10 M10-83 30 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 0.48 1.47 0.47 2.75 
6 2 M10-83 31 a 剥片 黒曜石 信州 2.86 0.95 0.38 0.71
6 2 M10-83 31 b 剥片 黒曜石 信州 0.94 0.79 0.23 0.14
6 2 M10-83 32 剥片 黒曜石 信州 1.67 1.12 0.29 0.28
6 2 M10-83 33 剥片 黒曜石 信州 2.22 1.60 0.64 1.85
6 2 M10-83 34 剥片 黒曜石 信州 1.37 1.08 0.49 0.55
6 2 M10-83 35 剥片 黒曜石 信州 2.22 1.68 0.34 1.06
6 2 M10-83 36 砕片 黒曜石 信州 0.85 0.34 0.06 0.01
6 2 M10-83 37 a 剥片 黒曜石 信州 0.87 0.96 0.21 0.15
6 2 M10-83 37 b 剥片 黒曜石 信州 0.54 0.87 0.18 0.06



－ 31 －－ 31 －

調査
次数 ブロック 挿図番号 グリッド 遺物番号 枝記 器種 石材 母岩番号 接合番号 最大長 最大幅 最大厚 重量 備考

6 2 M10-83 38 剥片 黒曜石 信州 1.23 1.33 0.37 0.34
6 2 M10-83 39 剥片 黒曜石 信州 1.25 1.48 0.43 0.52
6 2 M10-83 40 剥片 黒曜石 信州 3.23 2.16 0.58 2.58
6 2 M10-83 41 砕片 黒曜石 信州 1.36 0.51 0.08 0.05
6 2 M10-83 42 砕片 黒曜石 信州 1.19 0.85 0.15 0.03
6 2 M10-83 43 砕片 黒曜石 信州 1.31 0.77 0.13 0.07
6 2 M10-83 44 剥片 黒曜石 信州 2.19 1.16 0.27 0.35
6 2 M10-83 45 剥片 黒曜石 信州 0.89 1.79 0.36 0.33
6 2 M10-83 46 剥片 黒曜石 信州 1.06 1.25 0.10 0.11
6 2 M10-83 47 剥片 黒曜石 信州 1.48 1.36 0.25 0.48
6 2 M10-83 48 砕片 黒曜石 信州 1.09 1.25 0.08 0.09
6 2 M10-83 49 砕片 黒曜石 信州 1.31 0.94 0.16 0.19
6 2 M10-83 50 剥片 黒曜石 信州 3.38 1.33 0.68 2.48
6 2 第17図14 M10-84 2 石核 黒曜石 信州 3.98 3.27 1.63 22.38 
6 2 M10-84 3 剥片 黒曜石 信州 2.92 1.15 0.52 0.91
6 2 M10-84 4 砕片 黒曜石 信州 0.81 0.37 0.53 0.09
6 2 M10-84 5 剥片 黒曜石 信州 4.13 1.76 0.94 4.48
6 2 M10-84 6 剥片 黒曜石 信州 1.95 1.27 0.51 0.90
6 2 M10-84 7 剥片 黒曜石 信州 2.06 1.45 0.46 1.28
6 2 M10-91 1 剥片 黒曜石 信州 1.57 1.33 0.72 1.02
6 2 第18図15a M10-91 2 剥片 黒曜石 信州 2-接1 1.52 1.16 0.34 0.56 
6 2 M10-91 3 砕片 黒曜石 信州 0.62 0.79 0.26 0.12
6 2 M10-91 4 剥片 黒曜石 信州 1.75 1.11 0.29 0.41
6 2 M10-91 5 剥片 黒曜石 信州 1.66 2.46 0.43 0.94
6 2 M10-91 6 剥片 黒曜石 信州 1.58 2.06 0.63 1.47
6 2 第18図15e M10-91 7 剥片 黒曜石 信州 2-接1 3.59 1.87 1.13 3.71 
6 2 M10-91 8 剥片 黒曜石 信州 1.81 1.27 0.26 0.46
6 2 M10-91 9 剥片 黒曜石 信州 3.27 1.31 0.27 0.80
6 2 第18図15b M10-91 10 剥片 黒曜石 信州 2-接1 4.41 3.36 1.86 22.19 
6 2 M10-91 11 礫片 石英斑岩 - - - 62.71
6 2 M10-92 3 剥片 黒曜石 信州 1.81 0.91 0.25 0.33
6 2 第17図12 M10-92 4 二次加工のある剥片 黒曜石 信州 2.54 0.62 0.40 0.50 
5 3 J09-96 2 礫片 砂岩 - - - 90.28
5 3 J09-97 2 剥片 チャート 3.44 3.45 1.77 11.24
5 3 J10-06 2 礫片 砂岩 - - - 177.82
5 3 J10-06 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.75 2.38 0.60 4.85
5 3 J10-06 4 剥片 頁岩 頁岩２ 1.49 2.22 0.86 2.20
5 3 J10-06 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.17 2.76 0.79 3.31
5 3 J10-06 6 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.75 2.06 0.63 3.59
5 3 J10-06 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 1.72 1.86 0.41 1.33
5 3 J10-06 8 剥片 頁岩 頁岩３ 2.79 1.34 0.51 1.63
5 3 第21図２ J10-06 9 ナイフ形石器 ガラス質黒色安山岩 4.04 1.41 0.32 1.71
5 3 J10-06 10 剥片 頁岩 頁岩１ 0.97 1.51 0.34 0.32
5 3 J10-06 11 剥片 頁岩 頁岩２ 4.70 1.56 0.59 3.45
5 3 J10-06 12 剥片 頁岩 頁岩２ 0.76 1.55 0.27 0.24
5 3 J10-06 13 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.57 2.31 0.57 4.86
5 3 J10-06 14 剥片 チャート 3.78 4.05 1.79 22.67
5 3 第21図１ J10-06 15 ナイフ形石器 ガラス質黒色安山岩 3.41 1.41 0.57 2.40
5 3 J10-06 16 剥片 頁岩 頁岩３ 1.38 2.07 0.18 0.42
5 3 第21図５ J10-06 17 石核 ガラス質黒色安山岩 5.25 2.68 1.59 24.79
5 3 J10-06 18 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.20 2.77 0.85 7.04
5 3 第21図３ J10-06 19 ナイフ形石器 頁岩 2.66 1.30 0.54 1.47
5 3 第21図４ J10-06 20 石核 ガラス質黒色安山岩 5.18 2.74 2.27 34.23
5 3 J10-07 1 a 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.79 2.51 0.76 6.21
5 3 J10-07 1 b 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.58 1.64 0.75 3.11
5 3 J10-07 3 剥片 ガラス質黒色安山岩 1.71 1.09 0.55 0.90
5 3 J10-07 4 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.78 4.27 0.78 7.86
5 3 J10-07 5 剥片 ガラス質黒色安山岩 4.47 3.04 0.73 7.35
5 3 第21図6a J10-07 6 剥片 頁岩 頁岩２ 3-接2 3.54 1.63 1.04 5.59
5 3 J10-07 7 剥片 ガラス質黒色安山岩 5.23 3.61 1.36 26.86
5 3 J10-07 8 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.58 2.10 0.94 6.07
5 3 J10-07 9 剥片 頁岩 1.80 1.58 0.33 0.61
5 3 J10-07 10 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.65 2.51 0.74 7.11
5 3 第22図7d J10-07 11 石核 頁岩 頁岩１ 3-接1 6.27 2.93 2.42 50.74
5 3 J10-07 12 石核 ガラス質黒色安山岩 3.75 3.69 3.21 64.70
5 3 J10-07 13 剥片 ガラス質黒色安山岩 1.99 1.09 0.54 1.04
5 3 第21図6b J10-07 14 剥片 頁岩 頁岩２ 3-接2 4.40 2.03 0.57 4.74
5 3 第22図7a J10-07 15 剥片 頁岩 頁岩１ 3-接1 4.65 3.10 1.17 11.8
5 3 J10-07 16 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.56 4.87 1.27 16.34
5 3 第22図7b J10-07 17 剥片 頁岩 頁岩１ 3-接1 4.73 1.84 1.13 7.70
5 3 J10-07 18 剥片 頁岩 頁岩４ 4.34 3.08 1.69 14.12
5 3 J10-07 19 剥片 頁岩 頁岩４ 3.47 2.12 0.61 2.96
5 3 J10-07 20 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.20 1.92 0.36 1.32
5 3 第22図7c J10-07 21 剥片 頁岩 頁岩１ 3-接1 5.39 1.80 1.04 9.02
5 3 J10-07 22 剥片 頁岩 頁岩２ 0.97 1.14 0.14 0.15
5 3 J10-07 23 剥片 頁岩 2.30 4.01 0.97 7.76
5 3 J10-07 24 剥片 ガラス質黒色安山岩 2.43 5.19 1.24 29.85
5 3 J10-07 25 剥片 ガラス質黒色安山岩 4.47 3.52 0.86 9.54
5 単独出土 SI-002 4 剥片 メノウ 2.55 1.53 0.60 1.82
5 単独出土 SI-004 5 剥片 チャート 2.81 3.48 1.53 12.61
5 単独出土 L10-52 1 剥片 ガラス質黒色安山岩 3.89 2.84 0.49 4.45
6 単独出土 M10-26 1 剥片 頁岩 5.72 2.34 0.64 8.77
10 単独出土 第23図１ M08-94 1 剥片 黒曜石 信州 5.69 2.73 1.43 23.12 SX-J
10 単独出土 SK-007 1 剥片 頁岩 6.29 2.92 0.47 8.40

注　表中の上層遺構番号は調査時のものであり、報告時には変更される可能性がある。 
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第３章　まとめ

　本遺跡からは、３ブロックの石器集中地点を検出し、単体出土の石器も含めて合計215点の遺物が出土

した。３つのブロックは出土層位や石器群の内容から、２枚の文化層として捉えた。以下に各文化層の石

器群の様相をまとめる。

第１文化層　出土層位は立川ローム層Ⅵ～Ⅶ層に相当し、第１・２ブロックが該当する。石刃を素材とし

た二側縁加工ナイフ形石器が８点出土している。素材剥片の石刃は、接合資料やその他の資料にみられる

ように、打面を上下に転移させて作出されたものと考えられ、両設打面の石核から連続的に剥片剥離を行っ

ていたと考えられる。石材は礫片を除き、すべて信州産黒曜石が用いられている。

　周辺の遺跡では多数の石器群が確認されているが（第１章第２節参照）、中でも新市街地地区の市野谷

入台遺跡第２文化層、市野谷芋久保遺跡第２文化層の石器群が類似し、どちらの遺跡も本遺跡と同一台地

に位置している。市野谷入台遺跡第２文化層はⅥ層に生活面を持つと考えられる石器群で、総計510点が

出土している。石刃素材で両側縁に調整加工が施されたナイフ形石器や削器などが出土し、石材組成は全

体の９割以上を信州産（和田エリアとされている）黒曜石が占める。市野谷芋久保遺跡第２文化層は本遺

跡の北側に隣接している。Ⅵ層下部～Ⅶ層に生活面を持つと考えられる石器群で総計119点が出土してい

る。石刃を素材としたナイフ形石器や削片、有樋石刃などが出土した。様々な石材を利用し、文化層とし

ては黒色頁岩を主体とするが、第２文化層の５ブロックのうち３ブロックは信州産黒曜石を主体としてい

る。これらのことから、石刃の作出を技術基盤としていること、二側縁加工のナイフ形石器を主要器種と

していること、信州産黒曜石の利用することが３遺跡の文化層の共通する特徴であるといえる。

第２文化層　出土層位は立川ロームⅢ層に相当し、第３ブロックが該当する。小型剥片を素材としたナイ

フ形石器が出土している。そのほか、石核や接合資料が確認されているが、どの資料も素材面を有し、握

り拳大の素材を母岩として連続的に剥片剥離を行っていたと考えられる。また、接合資料は打面を整えた

のちに石刃を連続的に作出していたことを示している。石材はガラス質黒色安山岩と頁岩を主体とし、北

関東系の石材が中心である。

　周辺では同一層位で多くの石器群が確認されているが、本文化層は定型的な石器が少なく、ほかの遺跡

との対比は難しい状況である。小型のナイフ形石器や石刃の作出、北関東系石材の利用が主な特徴といえ

よう。
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